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各 所 属 長 殿

青 森 県 警 察 本 部 長

犯罪捜査規範の一部を改正する規則の制定について

犯罪捜査規範の一部を改正する規則（令和７年国家公安委員会規則第12号。以下「改

正規則」という ）が、別添のとおり公布され、令和７年７月１日から施行されることと。

なった。改正の概要については下記のとおりであるので、事務処理上遺漏のないように

されたい。

記

１ 改正の趣旨

近年、来日外国人が急増する中、取調べ時の通訳人を迅速に確保するため、対面で

の通訳に加え、遠隔地に所在する通訳人による通訳も可能とする必要があるほか、通

訳人の個人情報の保護にも資するものとするため、所要の改正を行うものである。

２ 改正の内容及び運用上の留意事項

犯罪捜査規範第182条第１項について、通訳人を介して取調べを行ったときは、引き

続き、供述調書に、その旨及び通訳人を介して当該供述調書を読み聞かせた旨を記載

することとするが、通訳人の署名押印を求める規定は削除することとする。

なお、通訳人の署名押印の廃止に伴う運用については、別途指示する。

３ 施行期日

令和７年７月１日から施行することとする（改正規則附則 。）

担当：刑事企画課 渉外係


